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ノ ガイ の 英雄叙事詩
ノガイ に つ い て
｢アディ ル ニ ス ル タ ン+
坂 井 弘紀
ノ ガイ(自称はノ ガイ H Ora虫ある い はノガイル H Or a滋皿Ⅰ)ほ北カ フカ
- ス の テ ユ ル ク系民族であるo
そ の大部分はロ シア 共和国の ス タ グロ ポリ地方や ロ シ ア連邦 ･ ダゲス タ ン共和国に住むが ､ カラチヤ
イ ニ チ エ ル ケ ス 共和 国や チ ェ チ ェ ン共和国､ ア ス トラ ハ ン 地方にも居住して い る｡ ノ ガイ 人はまた ､
ト ル コ や ル ー マ ニ ア ､ ウクライナにも住む ｡ ノ ガイ人 の 総人 口 はおよそ7万人｡ そ の 下位集団には ､
カラ - ノ ガイ (ダゲス タ ン 地方)､ アク - ノガイ (ス タ グロ ポリ州)､ ア ス トラ ハ ン - ノ ガイな どがあ
る｡ ノガイ人は古来､ 遊牧による牧畜を生業として きたが ､ ク バ ン - ノガイ (ア ク - ノ ガイ) の よう
に農業に従事する こともあ っ た｡ 宗教は ､ イ ス ラ ー ム 教 ス ン ナ派を信仰して い る｡
彼らは ､ 14世紀末か らキプチ ヤク草原にお い て勢力を拡大 した ノガイ - れ レダを自ら の 直接の 先
祖と考えて い る｡ ノガイ - オ ル ダは ､ 1 6世紀中頃か ら内証な どにより分裂
･ 弱体化 し､ 1 7世紀にカ
ル マ ク (モ ン ゴ ル 系オイラ ト) やロ シ ア の 攻撃により崩壊 した ｡ ヴオ ル ガ川東部に広が っ て い た大ノ
ガイは ロ シ ア の 支配下 に入り ､ ヴォ ル ガ川西部の小 ノガイはクリミア - ハ ン 国の領内に移住 した ｡ そ
の 後ノ ガイ人は ､ 北カフ カ - ス ､ ク バ ン川流域､ および ス タ グロ ポリ南部に移り住んだ o さ らに 18
世紀以降､ ノガイ の 大規模な移民が行われた ｡ 1 780年代､ クリミア
- ハ ン国が ロ シア に併合され る
と､ 70万人 を越えるノ ガイ人がク バ ンおよび黒海北岸からトル コ - 移住した｡ また 1860年代､ ロ シ
ア の ノガイ支配が強ま っ た ことにより ､ 多く の人 々 が トル コ やクリミア ､ ル
ー マ ニ ア - 移住 した ｡ 19
世紀後半か ら 20世紀にか けて ､ 周辺民族に同化する ノガイ人も少なく なか っ た｡ その後 ､ ソ ビ エ ト
政権下で ノ ガイ人 の 定住化がまる｡ 1920年代以降､ ノ ガイ人 は農民と して定住生活を行うようにな
り ､ 新しい 生活様式 が始ま っ たo そ して 1950
- 60年代に､ 集団化 ･ 国営化が徹底され ると､ 彼らの 遊
牧生活 の伝統は途絶えて しま っ た｡
ノ ガイ の 口 頭伝承
1 口頭伝承の 諸ジャ ン ル
ノ ガイ 口頭伝承 の最初の採録 の例は､ 1839年にア ス トラ ハ ン - ノガイの詩人 ア リ
べ ク エ シ ャリポ
フが語り ､ ア レクサ ン ドル - ホズ コ によ っ て 広く知られるようになっ た｢エ ディ ゲ+で あるo その後､
ペ ル シ ャ 語と英語 に訳されて ､ 1 842年 ロ ン ドン で 出版された
1
｡
ノガイ の 口頭伝承 には ､ 他 の テ エ ルク系民族と同様な様々 の ジャ ン ルがあるQ 英雄叙事詩､ 恋愛叙
事詩 ､ カザク エ ユ ル ､ 歌､ アイ トク ス (詩 の掛け合い)､ 昔話､ ことわざ､ なぞなぞな どがあるo ノ
ガイ - オル ダの 歴史やジ ュ ンガ ル と の室凱 ､､ 1860年代の 移住な どの 歴史が口頭伝承 には反映されて
い る｡
1
A .班 . - M . C拡 aJm e B(Ⅲ e敵 a 皿 eB), Hora蕗c EE 如 epo w leC芯地 3=O C, qePKeCCE, 1994, C･6･
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2 カザク エ ユ ル と い うジャ ン ル に つ い て
ノガイ の 口頭伝承 で は ､ カザク ニ ュ ル K a 3a K血 pn ap(カザク の 歌) が とくに大き な位置を占めて い
た｡ カザク エ ユ ル は ､ バ イ (富者 ･ 支配者) た ちの 横暴に絶えられず ､ 自分 の ア ウル で暮 らすこ とが
できずに ､ ｢カザク 2+ とな っ た貧 しい ノ ガイ の若者た ちの 歌 っ た詩で ある｡ カザク
エ ユ ル で は ､ 故郷
や愛 ､ バ イ の横暴 ､ 民衆､ 平等､ 勇敢さな どがテ
ー マ にな っ て い る3o
代表作品に ､ ｢カザク になっ て 死 んだ若者の 歌+､ ｢ア ス カ ル山+､ ｢サ ル グズ+ などが あるo こ こで
は ､ ｢カザク エ ユ ル+ の性格を端的に表現して い る次の 例を挙げて お こうo
カザク ー カザクと言うとき ､
これは我 ら自身の こ と であ る｡
我 らは ､ 短 い シ ャ ツ の ロ シア の カザク (コ サ ック) で はな い ｡
コ サ ック を見れ ば我らは撃つ ､
彼らに立 ち向かい横たわ る｡
カザク で あるときに乗 っ た痩せ馬､
バ イの 肥満に我 ら団結する ｡
カザク で ある ときに着た シ ェ ク ペ ン
4
､
バ イの 羅紗に我ら団結す る｡
カザク の男たちが寝てばか りい た ら､
金銀が見つ かるか ?
カザク の 男たちが血 を吐 かずに
血 の泡を吐くもの はない ｡ /
駆けて行 っ て戻らずに ､
戦利品の 財はあるもの か ?
5
∠旦土里基姓盤垂避妊二辿ユ工
ノガイの 叙事詩の中心的なジャ ン ルは英雄叙事詩 6ab T Hp 払【pn apもⅠ で あるo とく に
｢ア フメ トと息
子 の アイ ス ラ+､ ｢コ プ ラ ン ル - バ トウ ル+､ ｢エ ディ ゲ+､ ｢ ムサ
ニ ピ ー +､ ｢マ マ イ+､ ｢カ ラサ イとカ
ズ+､ ｢シ ョ ラ - バ トウ ル+､ ｢アデ ィ ル
ニ ス ル タン+､ ｢カ ン パ ル+､ ｢エ ル - コ ク シ ェ +などが彼 らの 代
表的な作品 として知られて い る｡ これらの作品は ､ ｢ノ ガイ大系+ と い われ るノガ イの 歴史を伝承す
る叙事詩群で ､ カザフやカラカ ル パ ク ､ バ シ ュ コ ル ト､ クリム
- タタ ー ル など他の テ ユ ル ク系民族と
共有する作品で ある｡
2
Ⅹa3 aE は､ テ エ ル ク系言欝 で ｢ある集団から離れて流浪す る者+ を意味する青葉とい われ ､ 中央ア ジア の
ヵザフや ロ シ ア の コ サ ッ クも こ の言葉に由来するといわれて い るが ､ ノ ガイの カザクはカザフ や
コ サ ッ ク
とは異なる点に注意する必要がある｡
3 IIora滋 xaJT K血 pJlaP, MocR B a, 1969, 2016･
4
シ ュ ク ペ ン は､ 袖長 の上衣｡
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ノガイ の叙事詩は ､ 中央ア ジア を席巻した か レマ ク (モ ン ゴ ル系遊牧国家ジ ュ ンガ ル) やサファ ピ
ー 朝 の 軍事的中核をな したテ ユ ル ク系シ
ー ア派騎馬軍団 ｢クズ ル バ ス (キジル バ シ ュ)+ な どとの 戦
い を措い て い る｡ 本稿で とりあげる ｢アディ ル ニ ス ル タ ン+ 臥 ノ ガイと ｢クズ ル バ ス+ と の戦い を
措 い た叙事詩 で ある｡
1 991年11月 にはダゲス タ ン 共和 国で ､ ｢ノ ガイ民族 の英雄叙事詩 『エ ディ ゲ』600周年+ を記念 し
た全 ソ連邦学術会議が開催され ､ エ ディ ゲは｢ノガイ民族の 自由愛好の シ ン ボ ル+ とされた o また ｢ノ
ガイ+ とい う民族名称か ら , ｢ノ ガイ大系+ の ｢唯
一
の 正 統な継東者+ を主張しえるかも しれな い o
こうした動きが あるか否か をふくめて ､ 現地 の 状況を追 いなが ら, 今後､ ノ ガイ人と ｢ノガイ大系+
と の 関わり合 い方に注目する必要がある｡
｢アディ ル ニ ス ル タ 地
出典
《Ab皿耶 -C O Jr ra fI', Ho/ w
u
x aJ W MPH;lPN, M oc K Ba,196 9･
U
あらす じ
クリ ミア - ハ ン国の若い ス ル タン ､ ア ディ ルは幼少から優れた勇士で あ っ た ｡
歳 の 時､ オ ス マ ン 帝国の パ シ ヤか ら使い の者がや っ て きて ､ 彼に勅令を届けた o
ル ガズなる者がアディ ル に､ クズル バ ス - の攻撃の準備をするようlご進言したo
アディ ルが 20
学を修めたア ブ
ウイ ス ン の ス レ
ィ マ ン ､ オラク の息子カラサイをそれぞれ隊長にするよう､ また行軍 の た めに食料や水を用意す
るように忠言した の で あるo
ァディ ル とともに軍隊 臥 クズ ル バ ス の国境ま で来たo アディ ル の軍勢はクズル バ ス の 町を進
攻 し､ 勝利した o 嘩凱 ､に疲れ たアディ ルは ､
一 人 で休息を取 っ た o するとそ こ - クズ ル バ ス たち
が現れ ､ 彼を捕らえ殺害 して しまう｡
その ころ ､ アディ ル の母 は夢を見て ､ それ を占い師に解い て もら っ て い た o 占 い 師は ､ その 夢
をアディ ルの勝利とその喜びと解釈して ､ 彼女に伝えたo しかし､ アディ ル の 母が帰ると､ 正 し
い解釈を行っ た ｡ それ は ､ アディ ルがクズル バ ス に敗れ ､ 尺骨か ら腕を斬られ ､ 膝から脚を斬ら
れ ､ 両目をくり抜かれ､ 殺されたこ とを意味するもの であっ た｡
やがて ､ アデイ ルの 死 の 知らせ が届く ｡ 人 々 は馬を屠 っ て ､ 彼 の 死を悼んだの で あ っ たo
梗概
我がアディ ル は若きス ルタ ン ､
11歳になっ た時 ､
試金石 を小石の ように遊び ､
5
co 耶a,88-6.
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象牙 の ように輝 い たo･
12歳に な っ た時､
巣にい る若き鳥 の ように突き進ん だ｡
14歳に な っ た時
玉座の ハ ン たちの
言葉を知 っ て (それ を) 語 っ た｡
15歳にな っ た時
競馬馬 か ら馬 を選 んで乗り こな し
腰には極上 の 得物を差 した ｡
16歳にな っ た時､
優れた ハ ンたちが戦 っ た ｡
17歳になっ た時
70 の哨兵を追い払 っ た｡
18歳 にな っ た時
80の 哨兵を従わせた｡
19歳にな っ た時
ク リム を豊か に満た した ｡
… 人 の 言葉が命 じられた ｡
20歳になっ た時
偉大な トル コ の パ シ ヤ からの
馬の 列がや っ て きて ､
勅令が届い た ｡
馬列の 中に日 をやれ ば
カス カ (額に印ある馬) 駿馬が い た
蚤の ようなモ ー ル の刺繍の シ ャ ツ を着て
鼻には月 の ような絹の 飾り物
二 人 の 令嬢がや っ て きた
後ろの 船に 60人の徒弟を従えて
馬を駆り ､ 栄誉を馳せ て
我らは彼らを連れ てきて 学ばせた ｡
学んだ こと を悪用 しようとする学生 を
(外に) 出さずに留めて お い たo
他の 船に は 70 人の徒弟が い た｡
馬を駆り , 栄誉を馳せ て
我らは彼らを連れて 学ばせ た｡
学ん だことを悪用 しようとする学生 は
学ぶ ことが できずに留ま っ た ｡
そ して誰が残 っ たか ､ 誰が残 っ たか
魚 の 豊か な川上で
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我らの ようにタ ー バ ン を上 に冠り
伸ばした髭 を押さえ
靴 の かか とを
履き潰 して
慰み の世 界をこ こ から追い や っ た
ア ブ ル ガズ - シ ェ レ ビ ー ､
若しくはな い と彼は残 っ た｡
6頭の 馬 を車に つ けて
腰 が傷まぬ ように しようと
下に産毛 のふとん を敷い て
我らは彼を連れて きて 学ばせた
その 時彼は言 っ た｡
(ア ブル ガズ)
ああ ､ ア ディ ル よ､ (それは) 練切れで はなく手紙で あるの だ
力強く届い たもの である の だ｡
アディ ル よ､ 申 し上 げた い ことがある
我が 口が ､ 語 らずにはい られない ､
ア ディ ル よ ､ (私 が) 語らなければ､
閣下 の 心 ､ 穏やかで はない で しょう｡
シ モ ツケ草を山にせ よ ､
そ の 山に馬 を連れて 来させ よ｡
草を集めさせよ｡
その草に馬 を連れて 来させ よ｡
カ バ ル ダから袋を取らせよ｡
さあ ､ 腹帯の央を取らせ よ
イ ス ン の 息子 ス レ イ マ ン を､
軍隊の長にせ よ ､
オラクの 息子 勇士 カラサイ を
軍隊の 護り手にせよ｡
食料と水を送らせ よ
塩とともに軍勢を送らせ よ
クズ ルバ ス なる敵軍に
刀 を打っ て (ス レ イ マ ン とカラサイに) 栄誉を得させ よ
こ の知らせ を聞い た時､
わが愛 しきア ディ ルは ､
奮い 立 っ た ､ 奮い立 っ た ｡
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た い - ん ひ どく奮い 立 っ た ｡
クリム を豊かに満た して ･
数日のうちに
戦 い の準備を行 っ た
食料を水 とともに送っ た ､
塩とともに軍勢を送っ た
イ ス ン の 息子勇士 ス レ イ マ ンを ､
軍隊の長に した｡
オラク の 息子勇士カラサイ を
軍隊の譲り手に した ｡
さあ､ する べ き こ とは行 っ た o
(そ して) クズ ル バ ス なる敵国の
国境に向か っ た o
ア ディ ル :
イ ス ン の 息子勇士 ス レ イ マ ン よ!
クズル バ ス という敵が
見回る道を見張るの だ !
ス レイ マ ン :
我がアディ ル よ ､ 若きス ル タ ン よ
腰が落ち着かず ､ 出撃 しようと思っ て おり ま した
閣下と ともに ､ と思 っ て ｡
ア ディ ル :
さ あ追跡せ よ
勇士の 子供の 戦士 ､
オ ラク より生まれ しカ ラサイ よ!
ク ズル バ ス と いう敵 の
行く道を見張れ !
カラサイ :
何なりと仰せ下 さい ､ 我が アディ ル よ｡
仰せ の 通り にい たしま しょう｡
鳥の ごとく飛ん で参りま しょう｡
閣下の 希望を叶えま し ょう｡
3頭の 馬の 腹帯を引 い て
馬の尻がい を短く して ､
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勇敢な戦士は駿馬 の腰 に乗 っ た ､
敵 の道を進んだo
カラサイがやっ て きた
や っ て きて こう言っ た｡
カラサイ :
我がア ディ ル よ､ 若きス ル タ ン よ､
羊の柵には千もの 軍勢
羊を屠るように は見 えませぬ
敵の 陣営で は｡
千もの軍勢がお りました
羊を屠るようには見 えませぬ
敵の 陣営で は｡
クズ ル バ ス とい う敵の
ああ､ ア ディ ル よ ､ その周囲 - は 6カ月 (かかる距離)
その 周辺 - は 4 ケ月 (かかる距離)
我ら戦士た ちにと っ て ､
馬 を遊ばせる土地で はない ､
我ら戦士たちに と っ て ､
刀 を打 っ て 血 を得る べ き ことで はない ｡
ク ズ ル バ ス なるあなた の 敵の
道を通 る度に闇になり､
打ち砕く度に
(残る の は) ただ石 のみ｡
こ の 町の 穴から
- びが這 い 回る こともなく
その 町の 高台に
夜泣き鳥がすすり泣い て現れ ることもなく ｡
人 々 の 腰には刀 だけが｡
人 々 はただ昼にの み
純血馬 に乗る の だ ｡
クズル バ ス と い う敵には
人が沈む土地 で はない
馬 を走らせ る国で はない
ア ディ ルよ ､ 汝の故郷クリ ム -
網に馬の 腹帯を引け｡
戻るこ とを恥とは思うな､
さあ戻り ましょ う, 父君の い る
金の 玉座の クリム - 0
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そ の 時 ､ 我らがアディ ル は
激怒 した ､ 激怒 した ､
た い - ん ひ どく怒 っ た｡
怒 っ た後に ､
馬 め上 で 二本の脚 で
大きな声をあげた｡
ア ディ ル :
臆病者たちは引き返させ よ
母 から生まれた 日を思 い 出させ よ｡
敵に勇士 を選ばせ よ
臆病者は ユ ル タ (天幕) に座らせ よ
恐れ ぬ者は我と共 に
ク ズル バ ス なる敵兵に
正午き っ かり に立ち向かわせ よ
怖れぬの なら我と共に
明 日の 正午に
赤い金 と白い銀に諸君らは身を浴すで あろう
- 人が来れば､
馬の膝か ら血 が淀れ
二人が来れば
腹帯の下から血が流れ
三人が来れば
フ ェ ル トの 敷物から血 が流れ ､
クズ ル バ ス の軍勢を
門の 穴を突破 して ､
庭園の ごとき美 しさを
外套に強く包み
こ こに見られる大い なる道
そ こか ら戻 っ た｡
しか し掛 ､に疲れた アデ ィ ル ニ ス ル タ ン は道中､ 少しだけ休み
一 人になり ､ 横にな っ て眠 っ て
しま っ た ｡ その あい だにクズ ル バ ス たちが彼を取り囲み ､ 捕らえて ､ 殺 して しま っ た｡
アディ ル ニ ス ル タン の 母は夢を見 て ､ 見たその 夢を占い師に話 した 0
ああ､ 占い師よ ､ 占う者よ
占っ ておくれ ､ 観て おくれ
今晩夢を私は観た ｡
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非常に悪 い夢を観た｡
悪夢であるなら ､ 占 い師よ!
我が敵を占 っ て おくれ
それが困串で あれば占い師よ､
我がア ディ ル に つ い て の解釈を!
肩ま で伸びた長 い 前髪
真 っ 直ぐ伸びて い る の が見えた
口 元には赤い 舌 ､
引 っ 張 られて い るの が見えた｡
放牧地 - 引く 6頭の 馬
壊される の が見 えた
故郷 - 引かれ る7台の 我が車
風の 下 にあるの が見えた
灰色の 雲が夜に出て
消すのが見えた
我がア ディ ル が乗 っ た蒼き馬 ､
そ の 下 に人が現れた の が見えた｡
勇士 の 望みの 二本の 足を
伸ばして い るの が見 えた｡
勇士 の 力 の 二本の 腕を
曲げて い るの が見えた｡
勇士 の 二 つ の 瞳の明かりが
輝い て い る の が見 えた
雌馬か ら生まれた仔馬の
尻尾が短か っ た のが見えた
病気になっ た不妊の 雌馬が屠られた ､
重 い鍋が用意された ､
袖 の ない シ ャ ツが裁断され たQ
中庭の 回り を
黒 い雑草が取り囲んだ
鷲鳥の毛 の 中で馬が休んで い た
肩まで伸びた長い髪
真 っ 直 ぐ伸びて い るの が見えたのなら
伸び て横たわ っ て い るの で はないか ?
口元 には赤い 舌､
引 っ 張られ てい るの が見えたの なら
放 っ て おかれて い るの ではないか ?
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占 い 師 :
放牧地 - 引く 6頭の 馬
壊される の が見 えたなら▲
止ま っ て しま っ た の で はな い か ?
故郷 - 引かれ る7 台の あなた の車
風の下 にあるの が 見えた なら
風 が吹かな い と い うの で はな い か?
灰色の 雲が夜に出て
消すの が 見えたな ら
陽が射さぬ と い うこと で はない か
我がアディ ル が乗 っ た蒼き馬 ､
その下に人が現れた の が見えたの なら､
(その馬 を) 乞うて乗 っ て い る の で はない か ?
勇士の 望みの 二本の足 を
伸ばして い るの が見えた なら ､
足を伸ば して 寝て い るの で はない か ?
勇士の 力の 二本の 腕を
曲げて い るの が見えた なら
腕を曲げて寝て い る の ではない か ?
勇士の 二 つ の瞳 の明かりが
輝 いて い るの が見えたなら
眠 っ て い るの で はない か ?
雌馬か ら生まれた仔馬 の
尻尾 が短か っ た の が見えたなら ､
雨がたく さん降っ て ､
尻尾 を束ねた の で はない か ?
病気になっ た不妊 の雌馬 が屠られた なら､
クズ ル バ ス が屠 っ た の では ない か ?
重い鍋が用意され たなら､
彼ら (アディ ル たち) の た めに用意された の ではな い か?
袖の ない シ ャ ツ が切られ たなら ､
彼ら (ア ディ ル たち) の ために裁断された の で はな い か ?
ア ディ ル はあなたの 強靭な戦士 ､
クズ ル バ ス の 軍隊を
打ち砕い たの ではない か ?
彼が勝利 を喜ん で
トイ (祝宴) を行うの では ない か ?
アディ ル の中庭を
黒い 雑草が取り囲んだ の なら
皇帝の座を手 に して ､
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町 を建て るの では ない か?
薫鳥の 毛 の中で馬 が休ん で い た のなら ､
防人たちや友人 たちが
喜んで い る の で はな い か?
ア ディ ル ニ ス ル タ ン の母 が家に戻ると ､ 占 い師の 正 し い 占い が聞かされたo
アディ ル の蒼き駿馬 が ､
そ の 人の 下に見える こととは､
そ の 駿馬 をクズ ル バ ス たちが
連れ去 っ て い っ た ことで ある｡
そ して アディ ル ニ ス ルタ ン を深 い穴に投げ込んだの だ ｡
アディ ル ニ ス ル タ ンの 辛が
曲っ て い るの が見 えること とは ､
二 つ の腕が尺骨から切られたと いう ことで ある ｡
両足が伸びて い る のが 見えるとい うことは ､
膝か ら二本の 足 を切られ たとい うことで ある｡
両 目が輝い て い るの が見えるとい うことは ､
アディ ル の 二 つ の 目がくり抜かれた とい うことで ある｡
占い師の こ の 占い の 後､ アディ ル の死 の知らせが届 い た｡ 人 々 は集ま っ て ､ 不妊の 雌馬 が屠ら
れ て ､ 重い鍋が用意され ､ アディ ル ニ ス ル タ ン の 死を悼んだの であ っ た とい う｡
盤逸
｢ァ ディ ル ニ ス ルタ ン Aも即 m - COJT r a H+ は ｢カ ラサイとカズ+ などとい っ た名前で も知られる作品
で ､ カザフやカラカル バク ､ クリム - タタ
ー ル ､ バ シ ュ コ ル トなどに広 がるD こ の作品 臥 1 6世紀
後半､ クリム - ハ ン 国の アディ ル ニ ス ル タ ン がサ フ ァ ピ
ー 朝と戦い ､ 彼らに捕らわれた史実を歌 っ て
い る｡ また ､ こ の作品は､ ノガイ - オ ル ダの勇士カラサイとカズがアディ ル
ニ ス ル タ ン の 片腕として
敵と戦い ､ 活躍する様子 も措い て おり ､ 他 の ヴア リア ン トには彼らを主人公 と して い るも の もあるo
｢ァディ ル ニ ス ルタ ン+ の内容 臥 基本的には史実に則 っ て い ると考えられるが ､ ザ ア リア ン トに
ょ っ て 結末や敵集団の 相違がある｡ たと えば､ カザフ に伝わる ヴアリ ア ン トでは ､ アディ
ルた ちの敵
がク ズル バ シ ュ (サフ ァ ピ ー 朝) でなくカ ル マ ク (モ ン ゴル系オイラ ト) で あ っ たり ､ 敵に処刑され
る ことなく無事に生還 したりする｡ また ､ カザフ にもクズル バ ス を敵と して措くテ キ
ス トが伝わるな
ど､ 現在の 国境や民族的枠組み で単純に分類はで きない もの の ､ クリム
･ ノガイ の系統とカザフ の系
統に大きく分ける ことがで きるとい えよう
8
｡ こう した分類は ､ ｢チ ョ ラ エ バ トウル+ の 分類
7と類似す
6 HcⅡE, A .班 . ,
-
adJIC!JrraⅡ
=
3Ⅱ拡 aJn XHP札 AnMa TH･2 00 1･79-6･
7 坂井弘紀 ｢テ エ ル ク英雄叙事詩の地域的特徴
- 『チ ョ ラ - バ トウ ル』 の分類をもとに
-
+､ 『地域研究論
集』 3巻 2号｡
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るが ､ これが ｢ノ ガイ大系+ に特有な性格と い えるか否か､ 今後さらに検討 して い く必要が あるo
ノ ガイに伝わる ヴア リア ン トは.､ 虜とな っ たア ディ ル が異国の 地で 死ぬ こ とや そ の こ とを彼 の母 が
夢で 知る こ とを歌 っ て い る
8
o
アデ ィ ル の 母 が自分の 息子 の 夢を見 て ､ そ の意味を 占い 師に解釈 して
もらうと い うモ チ ー フ は ､ カラ か レバ ク の ヴア リア ン トにも見られ る｡ カ ラカ ル バ ク の ヴア リア ン ト
で はアディ ル が無事に生還 して 物語が終わり ､ 本稿で 取り上げたノ ガイ の ヴア リア ン トとは結末が異
なるが ､ ア ディ ル の母 の 夢とそ の 解釈と い うモ チ ー フ は共通 して おり ､ こ れが こ の作品にお ける重要
なポイ ン トの 一 つ にな っ て い ると い えようo こ の ような占い 師の 存在と夢解釈は ､ イ ス ラ
ー ム 化が進
んで い たノ ガイにお い て ､ シ ヤ マ ニ ズム 的信仰が依然と して大きな役割を果た して い た こ とを示 して
お り ､ 中央 ユ ー ラ シア にお ける精神世界につ い て 考える上 で ､ きわめて示唆的で ある ｡
なお ､ 本稿 で取り上 げたテ キス トは ､ 1 924 年カ ン ル 村にお い て ､ エ ム ゼ - ム タリプ ウル の語りを
A.□1ジ ャ ニ ベ コ フ によ っ て 書き取 られたも の で ある｡
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